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§§１１  沖沖縄縄県県流流域域下下水水道道のの概概要要   

 

  本県には、３箇所の流域下水道があり、下水道事務所が所管する４つの処理場で、沖縄本島

中南部 15市町村を対象に汚水処理を行っている。 

   

（（１１））中中部部流流域域下下水水道道  

 沖縄本島中南部西海岸側の 10 市町村を流域とする「中部流域下水道」は、米国民政府が策

定した「沖縄中南部統合下水道計画」に基づき下水道公社が昭和 41 年に着手し、昭和 44年

には那覇下水処理場（現・那覇浄化センター）、その翌年の昭和 45 年には伊佐浜下水処理場

（現・宜野湾浄化センター）が簡易処理で運用を開始した。 

  その後、昭和 47 年の本土復帰と同時に県に引き継がれ、下水道施設の整備を推進し、宜野

湾浄化センターが昭和 51 年に、那覇浄化センターが昭和 52 年にそれぞれ標準活性汚泥法によ

る高級処理へと移行した。 

 現在では、那覇処理区の那覇浄化センターでは那覇市を中心に、浦添市、豊見城市、南風原

町（３市１町）、伊佐浜処理区の宜野湾浄化センターでは、浦添市、宜野湾市、沖縄市、北谷

町、嘉手納町、北中城村、読谷村（３市２町２村）の汚水を処理している。宜野湾浄化センタ

ーは平成７年より高効率な担体添加型活性汚泥法を一部導入したほか、施設の老朽化や汚水量

の増加に対応するため、平成 17 年から浄化センター海側に敷地を展開し、第３系列の処理施

設の改築工事を実施している。 

 汚水処理による生活環境の保全を行いながら、那覇浄化センターでは昭和 59 年より消化ガ

ス発電の実施、平成 14年より那覇市と共同で高度処理水の再生水利用事業を実施するほか、

宜野湾浄化センターでは平成 28 年よりＦＩＴ（再生可能エネルギー固定価格買取制度）を活

用した消化ガスの売却を開始するなど環境負荷の少ない循環型社会の形成に取り組んでいる。 

 

（（２２））中中城城湾湾流流域域下下水水道道  

 中城湾流域下水道は、昭和 58 年にうるま市、沖縄市、北中城村（２市１村）を対象とした

中城湾流域下水道事業計画「具志川処理区」として採択され、昭和 62 年の海邦国体の開催に

合わせた同年７月に具志川下水処理場（現・具志川浄化センター）が標準活性汚泥法による供

用を開始した。 

具志川浄化センターでは平成 28 年よりＦＩＴを活用した消化ガスの売却を開始するなど環

境負荷の少ない循環型社会の形成に取り組んでいる。 

 

（（３３））中中城城湾湾南南部部流流域域下下水水道道  

  中城湾南部流域下水道は、県庁所在地の那覇市に近く、中城湾港マリンタウンプロジェクト等

により都市化が進む南城市、西原町、与那原町、中城村（１市２町１村）を対象とした「西原処

理区」として整備された。平成 14 年４月より流域下水道４番目の処理場である西原浄化センタ

ーが標準活性汚泥法による供用を行っている。 

西原浄化センターでは令和５年よりＦＩＴを活用した消化ガスの売却を開始するなど環境負

荷の少ない循環型社会の形成に取り組んでいる。 
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§§３３　　下下水水道道事事務務所所事事務務分分掌掌（（令令和和６６年年度度））

 ①事務所の総括に関すること

 ②予算、決算の総括及び経理に関すること

 ③入札及び契約に関すること

 ④業務用物品の調達及び保管に関すること

 ⑤予算の執行、計画に関すること

 ⑥備品及び車両の管理に関すること

 ⑦所内の連絡調整に関すること

 ⑧その他、他班に属しない事項に関すること

 ①施設（土木・建築）の建設改良に係る調査及び設計に関すること

 ②施設（土木・建築）の建設改良に係る工事に関すること

 ③施設（土木・建築）の維持管理に係る修繕に関すること

 ④施設（土木・建築）の災害復旧に関すること

 ⑤施設（土木・建築）の事故対応（管路を除く。）に関すること

 ⑥用地の取得及び物件補償に関すること

 ⑦県代行事業における施設（土木・建築）の用地取得、調査、設計及び工事に

　関すること

 ⑧その他、道路等占用事務及び建築計画通知事務等、施設（土木・建築）の

 　建設改良に関すること

 ①施設(電気・機械)の建設改良に係る設計に関すること

 ②施設（電気・機械）の建設改良に係る工事に関すること

 ③施設(電気、機械)の災害復旧に関すること

 ④県代行事業における施設(電気・機械)の調査、設計及び工事に関すること

 ⑤建設改良に係る長期計画及び中期計画（新５箇年整備計画）の策定並びに

 　計画の進捗管理に関すること

 ⑥建設改良の総括に関すること

 ⑦建設改良に係るストックマネジメント計画の進捗管理に関すること

 ⑧その他、施設（電気・機械）の建設改良に関すること

 ①施設の維持、管理の総括に関すること（施設班、水質管理班の所掌する

 　業務を除く。）

 ②施設の維持に係る清掃、汚泥の処分に関すること

 ③施設の管理に係る道路、河川等占用事務に関すること

 ④施設（管路）に係る台帳整備、ストックマネジメント計画の策定、点検、調査

 　及び事故対応に関すること

 ⑤施設の点検、調査に関すること（管路）

 ⑥維持管理年報の作成に関すること

 ⑦再生水の利用状況及び接続手続きに関すること

 ⑧その他、施設の維持管理に関すること

 ①施設（電気・機械）の維持管理に係る修繕に関すること

 ②施設（電気・機械）に係る点検・調査に関すること

 ③施設（電気・機械）に係る事故対応に関すること

 ④処理場・ポンプ場の施設（電気・機械）に係るストックマネジメント計画

　 策定に関すること

 ⑤施設（電気・機械）の修繕等に係る浄化センターへの助言及び支援に

 　関すること

 ⑥施設（電気・機械）の点検、修繕、緊急対応の施設維持管理受託者に

 　対する監督及び指導に関すること

 ⑦設備台帳の調整及び消防計画に関すること

 ⑧その他、施設（電気・機械）の修繕に関すること

 ①下水及び汚泥の処理・処分に係る調査、研究に関すること

 ②下水及び汚泥の分析、測定に関すること

 ③水質管理に係る日報、月報、年報の作成等統計に関すること

 ④流域関連公共下水道等の水質管理に係る指導、助言に関すること

 ⑤施設の運転管理に係る薬品等の調達に関すること

 ⑥施設の悪臭物質等に係る業務に関すること

 ⑦再生水の水質に関すること

 ⑧その他、水質管理に関すること

 ①工事・委託等の検査に関すること

 ②入札審査会に関すること

 ③業務継続計画、災害・事故及び危機管理（資機材整備）に関すること

 ④不明水対策に関すること

 ⑤不調不落対策に関すること

 ①庶務（業務用物品の調達、車両の運行管理等）に関すること

 ②施設の維持に関すること

 ③施設の管理に関すること（施設見学を含む。）

 ④施設の軽微な修繕に関すること

 ⑤工事等に伴う施設の維持管理に必要な連絡調整、立会に関すること

 ⑥施設の維持管理に係る物品調達及び検収に関すること

 ⑦処理水の使用、利活用に関すること

 ⑧その他、維持管理に関すること

検査等担当主幹

所
長

設　備　班

管　理　班

(６名）

水 質 管 理 班 

（５名）

水
質
管
理
監

副
参
事

西原浄化センター

（２名）

（２名）

宜野湾浄化センター

（３名）

具志川浄化センター

（５名）

庶　務　班　

(７名）

(９名）

(７名）

那覇浄化センター

建　設　班

施　設　班

(９名）
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§§８８　　流流入入水水量量及及びび脱脱水水ケケーーキキ量量のの推推移移

日平均流入水量（m
3
/日）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

149,150 149,300 146,940 144,050 144,060 144,980 155,190

98,390 99,210 101,850 101,350 106,220 97,350 104,560

27,590 28,470 30,200 30,810 31,820 30,450 32,170

9,663 10,770 11,510 11,480 11,940 11,940 12,580

284,793 287,750 290,500 287,690 294,040 284,720 304,500

日平均脱水ケーキ量（t/日）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

61.5 63.4 61.7 60.9 61.3 59.5 58.6

45.1 41.9 38.9 41.6 42.0 45.0 43.8

14.8 13.2 14.6 14.9 14.7 15.5 15.0

5.4 6.2 8.2 6.6 6.6 6.6 6.3

126.8 124.7 123.4 124.0 124.6 126.6 123.7

※折れ線は日平均流入水量、棒グラフは日平均脱水ケーキ量

　参考：沖縄県流域下水道の令和６年度年間の流入水量は111,137,673ｍ3、脱水ケーキ量は45,138ｔであった。
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§§８８　　流流入入水水量量及及びび脱脱水水ケケーーキキ量量のの推推移移

日平均流入水量（m
3
/日）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

149,150 149,300 146,940 144,050 144,060 144,980 155,190

98,390 99,210 101,850 101,350 106,220 97,350 104,560

27,590 28,470 30,200 30,810 31,820 30,450 32,170

9,663 10,770 11,510 11,480 11,940 11,940 12,580

284,793 287,750 290,500 287,690 294,040 284,720 304,500

日平均脱水ケーキ量（t/日）

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

61.5 63.4 61.7 60.9 61.3 59.5 58.6

45.1 41.9 38.9 41.6 42.0 45.0 43.8

14.8 13.2 14.6 14.9 14.7 15.5 15.0

5.4 6.2 8.2 6.6 6.6 6.6 6.3

126.8 124.7 123.4 124.0 124.6 126.6 123.7

※折れ線は日平均流入水量、棒グラフは日平均脱水ケーキ量

　参考：沖縄県流域下水道の令和６年度年間の流入水量は111,137,673ｍ3、脱水ケーキ量は45,138ｔであった。
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下水道事務所
区  分

  　月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数
Ｒ６年 ４月 0 0

５月 0 0
６月 0 0
７月 0 0
８月 0 0
９月 1 3 1 2 2 5
１０月 0 0
１１月 0 0
１２月 1 3 1 3

Ｒ７年 １月 1 3 1 3
２月 0 0
３月 0 0

2 6 1 3 1 2 4 11
50.0% 54.5% 25.0% 27.3% 25.0% 18.2% 100.0% 100.0%

１回あたりの受入期間は、中学校は２日間、高等学校は３日間、大学は５日間。

就業体験の内容等（過去例）
○沖縄県の下水道についての概要説明
○水質試験（活性汚泥等の採取・検鏡、消化ガスの採取・ガス分析）
○資料作成実習
○水処理施設、汚泥処理施設、ガス発電施設等現場見学
○土木工事監督業務体験
○工事立ち合い検査見学
○ＦＩＴ紹介

§１０　就業体験受入状況（令和６年度）

構成比（％）

中学校 高等学校 大学・高専等 月合計

年合計
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